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　2008年7月17日、東京大学生産技術研究所先進モビリ

ティ連携研究センター（ITSセンター）では、世界各国のITSに

関する研究者を招き、International Symposium on ITS 

Researchesをシンガポールのナンヤン工科大学にて開催し

ました。ITS JapanおよびITS Singaporeの協力により第19回

アジア太平洋地域ITSフォーラムの特別プログラムとして位置

付けられたもので、当センター主催による初の本格的な国際

公開シンポジウムです。

　総合融合工学とされるITSでは、情報工学・交通工学・機械

工学などこれまでの分野を超えた研究者や民間人の協調・交

流が重要とされています。当センターではこれまでにも国内の

ITSセミナーシリーズ（全国各地域のニーズに即したITSの普

及促進・交流を目的とした当地でのセミナー；p.2参照）などを

開催してきましたが、海外に関しては提携機関との教員・学生

の交換、あるいは大規模な国際会議への参加・発表が主体で

した。これらの機会は有益ではありますが、各専門分野内での

交流になりがちであったり、広がりが限定的であるといった側

面も少なからずありました。今回のねらいは、その中間規模に

位置する機会として、発表者およびセンター関係者のほか、現

地大学の教員や学生、また同フォーラムの参加者を交えたシン

ポジウムを開催するというものです。

　このシンポジウムでは、Image Processing and Driving 

Simulation, Driver Modeling, Traffic Management, ITS 

Perspectivesの4部に分けて延べ12名が発表を行い、現地シ

ンガポールのほかアジア地域を中心に総勢56名の出席者があ

りました。シングルセッション開催の利点を生かして様々な観点

の質疑が飛び交い、Steven Shladover 教授 (California 

PATH, UC Berkeley) の発表では、各分野から見た安全性

に対する考え方など、独創的な持論が展開されました。

　シンポジウムの開催にあたり、御協力を頂いたナンヤン工科大

学の先生・スタッフの皆様、ITS Japan、ITS Singaporeの皆様

にこの場を借りて御礼を申し上げます。

　（シンポジウムのプログラムはp.3を参照ください）
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シンガポール・ナンヤン工科大学にて開催











ITS計測車両研究開発グループ活動現況

を発開の両車測計STI代世次で同共とータスマプッマタヨト）株（、ーソンデ）株（、）株（測航アジア、）株（洋航日朝、はでータンセSTIりよ月6年6002　
推進しています。本プロジェクトではさまざまな環境下において車両の自己位置精度を向上させることを全体の目標とし、手法および車両の開発、実験
を進めています。これまでに得られた研究成果の一部を紹介します。
（1） 車載カメラ画像を利用した自車位置推定手法を開発：
　都心部などGPS電波状況の良くない地域で自車軌跡を推定するためには、画像情報を用いるのが一つの方法です。車載カメラの画像と、航空測
量などから得られた既存の簡易立体地図を路上から見たモデルを比較し、時系列高さ画像と呼ばれる新しい概念を用いて建物列の幾何的な対応づけ
を行いました。これにより建物に対する自車の相対位置・姿勢が得られるほか、簡易立体地図の上に実画像のテクスチャを貼り付けることができます。
（2） GPS・ジャイロセンサを用いた自車位置推定おいて最新のフィルタリング技術を検証：
　これまでGPSやINSから得られる位置情報は、拡張カルマンフィルタ(EKF)と呼ばれる技術により真値推定（誤差補正）が行われてきましたが、急旋回
やノロノロ運転のような車両挙動は正しく推定されにくい問題がありました。これに対し、非線形システムに有利なUKFと呼ばれる技術を導入し、GPSの
欠測率が大きい時でもこのような車両挙動をより正しく推定できることを確認しました。
　この他にも、全方位画像列のみを用いて画像のピクセル単位の精度で自車位置と
姿勢を推定する手法や、全方位画像列から周辺の三次元環境（特徴点群）を復元す
る手法、市街地シーン画像からの電線や樹木を自動的に除去する手法などについて
検証を行っています。今後はこれらの技術の精度向上を目指すとともに、それに基づい
て得られた計測結果を三次元地図として可視化し、とりまとめとする予定ですが大きい
時でもこのような車両挙動をより正しく推定できることを確認しました。

シミュレータ研究グループ活動現況

　コアメンバーの各研究室、アイシン・エィ・ダブリュ（株）、社会システム（株）（旧（株）社会システム研究所）、パナソニック（株）（旧松下電器産業
（株））、三菱プレシジョン（株）で構成されるシミュレータ研究グループでは、月1回程度開催しているグループ打ち合わせの場において研究内容につ
いて議論し、活動スケジュールを適宜調整しながら策定したプランに基づいて研究に取り組んでいます。

ション（妥当性評価）及びより使いやすいものにするためのブラッシュアップをグループ全体の目標とし、また参加企業及び各研究室が興味をもって
いるテーマとして、カーナビゲーションシステムを搭載したドライビングシミュレータ（DS）を活用しての検証、DSを活用した研究の動向調査、ドライバ
が黄信号に直面したときに通過または停止の判断に迷うジレンマゾーンと呼ばれる領域での運転挙動の把握、新たな映像呈示システムの付加に
よる視認性向上効果の検証、速度抑制効果を狙ったオプティカルドット（シークエンスデザイン）手法による路面マーキングの運転挙動への影響の
把握、実写とCGの合成映像のDS上への実装及び有効性評価、車線変更動作
時のドライバモデルの検討などにも取り組んでいます。
　2007年夏に連携研究棟（旧国際・産学共同研究センター棟）地下へDSを移設
後、DSを活用した実験の臨場感向上を図る取り組みとして、視認性向上を図るた
めのターゲットプロジェクタの設置、運転操作感覚を向上させるための運転席キャビ
ンの移動による回転中心の変更、実車運転時と同等の音環境を再現するための
音響システムの改良と実装、周囲の交通状況や自車両の状況を呈示するための
カーナビゲーションシステムの実装をそれぞれ行いました。今後は被験者実験などに
よりこれらの有効性を詳細に検証する予定です。

　旧CCR サステイナブルITSプロジェクトは、国内外でも他に例を見ない多対多の産学連携プロジェクトとして、第一期として2003年度から3年間に
渡り行われ、ITS分野における新たな融合の可能性と先進的研究開発のための汎用的実験環境整備、次世代を担うOJT的人材育成と様々な成果を
生み出しました。その後を受け、第二期（2006年度から3年間）には以下の２つのグループによる多対多の産学連携プロジェクトが進められています。

東大ITSセンターにおける産学連携プロジェクト
※

※CCR（国際産学共同研究センター）は2007年度末をもって発展的解消され、サステイナブルITSを含むプロジェクトは生産技術研究所により継承されています。

プロジェクト
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発 表

 2008/3/21

 2008/5/7

 2008/5/7

 2008/6/29

 2008/6/7

 2008/7/30

 2008/7/31

 2008/7/31

 2008/8/6

 2008/9/8

画像列の対応関係を用いた全方位画像列の
位置姿勢推定手法の提案 電子情報通信学会 総合大会 北九州学術研究都市松久亮太，川崎洋，小野晋太郎，阪野貴彦，池内克史

ドライバモデルを含むミクロ交通シミュレーションによる
合流部錯綜状況の再現

森正嘉，結城知彦，貴志泰久，河合諭司，奥住宏，
鈴木高宏，國井康晴

名古屋市自動車技術会2008年秋季大会

International Traffic Database Marc Miska International Workshop on Traffic data 
Collection & its Standardization

免疫ネットワークを用いた分散型協調回避システムの
ミクロ・マクロ両視点からの評価 結城知彦，森正嘉，鈴木高宏，國井康晴，桑原雅夫 神戸大学第26回日本ロボット学会学術講演会

Data Driven Approach for Urban Expressway 
Management and International Traffic Database Masao Kuwahara

Marrakech, 
Morocco

Proceedings of  International Workshop 
on Recent Advances in Transport

Pedestrian simulation modeling: 
mesoscopic and microscopic approaches 

Miho Asano, Masao Kuwahara, 
Takamasa Iryo, Agachai Sumalee

Marrakech, 
Morocco

Proceedings of  International Workshop 
on Recent Advances in Transport

Image-Based Rendering of Urban Road Scene 
for Realtime Driving Simulation S. Ono, R. Sato, H. Kawasaki, K. Ikeuchi Shanghai, ChinaASIAGRAPH

時系列高さ画像とそれを利用した市街地実写画像と
住宅地図との位置合わせ

王金戈，小野晋太郎，池内克史 長野県軽井沢町画像の認識・理解シンポジウム

IBRに基づく仮想都市のリアルタイムレンダリングの
GPUを用いた実装手法の提案 佐藤亮，小野晋太郎，川崎洋，池内克史 長野県軽井沢町画像の認識・理解シンポジウム

因子分解法とバンドル調整による全方位画像列からの
形状および位置姿勢の同時推定手法 松久亮太，川崎洋，小野晋太郎，阪野貴彦，池内克史 長野県軽井沢町画像の認識・理解シンポジウム

首都高速道路におけるランプ間OD交通量の
時間的・空間的相関性分析

西内裕晶, Agachai SUMALEE, Marc MISKA, 
割田博, 桑原雅夫 和歌山大学第38回土木計画学研究（講演集）

題　目 著　者  誌 　 名

AN ALGORITHM FOR TRANSIT SIGNAL PRIORITY SYSTEMS Shamas BAJWA, Geetha WEERASOORIYA, 
Majid SARVI, Masao KUWAHARA

Transportation Research Record

Traavel Time Estimation on Arterial Roads using 
Probe Data and Bayesian Network Learning

International Journal of ITS Research, 
Vol. 6, No.2

Charitha Dias, Marc Miska, Masao Kuwahara

Photo-Realistic Driving Simulator using Eigen Texture and 
Real-Time Restoration Techniques by GPU

International Journal of ITS Research,
Vol.6,No.2

R. Sato, S. Ono, H. Kawasaki, K. Ikeuchi

交錯交通の容量評価のためのミクロ歩行者行動モデル 交通工学，Vol.43, No. 4浅野美帆，井料隆雅，桑原雅夫

題 　目 著　者  講演会名 発表日 場　所

ETCデータを用いた首都高速道路の
ランプ入口・出口選択行動に関する実証分析

秋元健吾,小根山裕之,西内裕晶,
割田博,桑原雅夫 第37回土木計画学研究（講演集） 北海道大学

Traffic data availability and its standardization  International Workshop on Traffic data 
Collection & its Standardization

Barcelona, 
Spain

 2008/9/8

 2008/9/9

 2008/9/24

 2008/10/15

 2008/10/24

 2008/11/2

Barcelona, 
Spain

Masao Kuwahara

Application of Driving Simulator to Dilemma Zone Experiment Proceedings of Driving Simulator Conference Seoul, KoreaToshihiko Oda, Yoshihiro Suda, Shinji Tanaka, 
and Daisuke Yamaguchi

The use of telematics to monitor traffic in 
urbanareas: Theory and Applications

Proceedings of the 11th International IEEE Conference 
on Intelligent Transportation SystemsNikolas Geroliminis and Masao Kuwahara Beijing, China

MICROSCOPIC PEDESTRIAN SIMLATION MODEL FOR FLOW 
EVALUATION INCORPORATING ANTICIPATORY BEHAVIOUR

International Symposium on 
Transport Simulation 2008

Miho Asano, Takamasa Iryo, 
Masao Kuwahara

Queensland, 
Australia

論文誌発表

学会発表

  2008/11/18

 2008/11/20

Effects of Road Surface Conditions on 
Driver Behaviors in Dilemma Zone 15th WORLD CONGRESS on ITS New York, USToshihiko Oda, Yoshihiro Suda, 

Shinji Tanaka, and Daisuke Yamaguchi

Simplification of Macroscopic Simulation by Combination of an 
Analytical Method for Estimating Intra-Zone Traffic

Rui Wang, Masatoshi Wako and 
Masao Kuwahara New York, US15th WORLD CONGRESS on ITS
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 2008/11/20

 2008/12/5

 2008/12/5

車両旋回時の自転運動の大きさとドライバ評価
－シミュレータによる分析－ 大貫正明,須田義大,山口大助 川崎市日本機械学会第17 回交通・物流

部門大会講演論文集pp.287-288

PARAFAC分析法による
ドライビングシミュレータ運転者の脳波解析 中野公彦,大堀真敬,山口大助,山邉茂之 川崎市日本機械学会第17 回交通・物流

部門大会講演論文集pp.335-338

New York, USCALIBRATION AND EVALUATION OF LANE-CHANGE MODEL ON
HIGHWAY FROM MICROSCOPIC & MACROSCOPIC VIEWPOINTS

Takahiro Suzuki，Masayoshi Mori，Tomohiko Yuki，
Yasuharu Kunii，Masao Kuwahara 15th WORLD CONGRESS on ITS

路面状況がジレンマゾーン走行中の運転挙動に及ぼす影響
－ドライビングシミュレータによる分析－

織田利彦,須田義大,田中伸治,山口大助 日本大学生産工学部

日本大学生産工学部

第7回ITSシンポジウム2008

2008/12/4連続的な高さ・幅特徴量を用いた市街地における
車載カメラ画像と建物モデル間の対応付け 

一次元メディアンフィルタを用いた
市街地画像からの電線除去手法の提案

全方位画像列を用いた
車両運動の高精度推定に関する基礎研究

王金戈，小野晋太郎，池内克史 日本大学生産工学部第7回ITSシンポジウム2008

2008/12/4王金戈，小野晋太郎，池内克史 日本大学生産工学部第7回ITSシンポジウム2008

2008/12/4 日本大学生産工学部第7回ITSシンポジウム2008

車両錯綜状況下における個人特性を考慮したパラメータ同定
森正嘉，結城知彦，貴志泰久，河合諭司，奥住宏，

鈴木高宏，國井康晴

Structure from Motion for Omni-Directional Images Using 
Efficient Factorization Method Based on Virtual Camera Rotation

R. Matsuhisa, S. Ono, H. Kawasaki, 
A. Banno, K. Ikeuchi 国立情報学研究所

International Workshop on Computer Vision 
and Its Application to Image Media Processing

題　目 著　者 講演会名 発表日 場　所

免疫ネットワークを用いた車両協調システムによる錯綜状況の回避 結城知彦，森正嘉，鈴木高宏，國井康晴，桑原雅夫 第7回ITSシンポジウム2008

 2008/12/5 日本大学生産工学部第7回ITSシンポジウム2008

2008/12/11

2008/12/11

2008/12/12

2008/12/12

2009/1/13

札幌2009/2/4

2009/3/16

Evaluating Social Problems using Transport Simulation Workshop on Transportation
Researches for Urban Safety

Bangkok,
ThailandMasao Kuwahara

Real-Time Image-Based Rendering System for Virtual City Based 
on Image Compression Technique and Eigen Texture Method

19th International Conference on 
Patern Recognition Tampa, U.S.R. Sato, S. Ono, H. Kawasaki, K. Ikeuchi

免疫ネットワークを用いた車両間協調による
リスク回避システムの構築

全方位因子分解法を用いた車両運動の高精度推定法 

時系列高さ画像を用いた車載カメラ画像と建物モデル間の
対応付け及びテクスチャマッピング手法の提案

第14回ロボティクスシンポジア

電子情報通信学会 ITS研究会

結城知彦，森正嘉,鈴木高宏，國井康晴

王金戈，小野晋太郎，池内克史

札幌2009/2/4電子情報通信学会 ITS研究会松久亮太，川崎洋，小野晋太郎，阪野貴彦，池内克史

登別市

松久亮太，川崎洋，小野晋太郎，阪野貴彦，池内克史

学会発表 （p.7からの続き）

Collaborative Research Center for Advanced Mobility (ITS Center) 

http://www.its. i is .u-tokyo.ac.jp

Institute of Industrial Science, The University of Tokyo

〒153-8505 東京都 目黒区 駒場 4丁目6番1号
電話 03-5452-6565　FAX  03-5452-6800

お問い合わせ

池ノ上




